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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 心臓移植術は今も，その臨床的意義が充分認められな

がらも，‘‘donor心入手の困難性”のため，臨床応用が

著しく制限されている。

 この墜路を医学的に拡大するには，donor SQurceを

cadaver心に求めることが最も確実な近道であり，つい

で，極めて稀な，非常にめぐまれた条件，すなわち，拍

動下に摘出が許されたliving heartを無駄なく利用する

ことであろう．

 ここで必須となるのは，まだ心機能回復が可能な

cadaver心を容易に蘇生し得，しかもviabilityの回復

が期待できるような心保存法と，より実際的で信頼性に

富んだ心機能判定法の開発である．

 そこで著者は以上の条件を満足させうる手段として，

心機能判定回路を備えた心肺標本心保存装置を考案し

た．

 この論文の目的は当装置の紹介と，臨床における有用

性，信頼性を実験的に示すことにある．

 実験方法・結果

 当装置は37℃恒温槽内に納められた心肺標本と，これ

に接続した心保存回路及び心機能判定回路より成る．

 毒心保存回路では，従来の心肺標本保存回路と異り，

ほぼ正常の循環血液量が循環し，しかもこの循環血液量

が変動しても，つねに一定の冠潅流圧が維持され，安定

した生理的条件下での心保存が行なえる．

 また，心機能判定回路では段階的に循環血液量を増加

させることにより，左室に容量負荷をかけ，そのたび毎

の左室仕事量から左室機能曲線を画かせ，心機能を推定

しうる．

 まず，実験Aとして，雑犬30頭を用いて心保存を行な

った．心拍動を維持させたまま心臓と肺を心肺標本の形

で摘出，直ちに心保存回路にかけた．保存中はヘパリン

以外，他に薬物的補助を全く行なわず，平均12時間，最

長15時間の拍動維持が可能であった．このデーターは当

保存回路の優秀性を実証するものである．

 次に実験Bとして，雑犬15頭において，左室仕事量に

おける正常心機能範囲を検討した．その結果，正常心機

能を示す仕事量（stroke work）にばらつきが少なく，

機能判定のパラメーターとして充分の信頼性をもつて

使用可能であることを知り，この範囲を正常心機能領域

（normal viability zone）と名付けた．

 次に実験Cとして，当保存回路での保存中，心機能の

経時的変化を追跡した．雑犬10頭を用い，実験Aと同様

の手技にて保存を開始すると同時に，心機能判定回路に

よる心機能のチェックを続けた．その結果，全10頭中7

頭は保存開始後6時間目より，また残り3頭は保存開始

後7時間目より，実験Bで定めた正常心機能領域からの

逸脱を認めた．以上より一見，10数時間も正常心拍動を

維持しているかに見えても，実際には保存開始後5～6

時間目より，保存心は正常心機能を失っていることを知

った。このことより，当機能判定法が簡便で，より実際

的な手段であることを証明した．
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 結 論

 心臓移植におけるdon。r心を対象として，心保存回路

と心機能判定回路を併せ有した独自の心肺標本装置を考

案した．

 この心保存回路ではcadaver心に対しても，心蘇生が

容易で，しかも，心のautoregulationに依存した最も生

理的条件での保存が可能であり，保存中にcadaver心機

能の回復が期待できる．また，当，心機能判定回路では

心全体のviabilityを最も端的に表すmechanical p・wer

を中心とした心機能を簡便に，同時性をもつて何回でも

判定でき，しかも保存心に全く障害を残さぬため，臨床

的にきわめて有効な心機能判定法であると言える．

論 文 審 査 の 要 旨

 心臓移植におけるdonor心の保存とその機能判定の問題は，単に移植の問題のみならず，広く心筋代

謝，心機能の学問の全般に関する問題でもある．

 本論文は著者のアイディアに基づいて，保存法と機能判定を平行して，かつ，互に効率を損うことなく

行なえる装置を作製し，更に，その方法を用いて，保存心が機能を失っていく時間的経過を，適当なパラ

メーターを用いて明らかにしたもので，心臓外科のみならず，基礎的な循環器学にも貢献するところ，大

であると認める．
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